
令和４(2022)年 10 月 21 日 

 

足利灯り物語２０２２の実施について 

 

産業観光部 観光まちづくり課    

(0284—20—2264) 

 

このたび、秋のイベントとして、鑁 阿 寺 や 史 跡 足 利 学 校 等 を ラ イ ト

ア ッ プ す る 「 足 利 灯 り 物 語 2022」 を 、 下 記 の と お り 実 施 し ま す の

で お 知 ら せ い た し ま す 。  

足 利 な ら で は の 文 化 財 や ま ち な み な ど を ラ イ ト ア ッ プ し 、日 中 と

は 趣 の 異 な る 幻 想 的 な 空 間 に 磨 き 上 げ る こ と で 、市 民 や 国 内 外 か ら

の 観 光 客 に 楽 し ん で い た だ け る 夜 景 を 演 出 し ま す 。  

昨 年 に 引 き 続 き 、あ し か が フ ラ ワ ー パ ー ク と 連 携 し 、日 本 一 の イ

ル ミ ネ ー シ ョ ン と の 相 乗 効 果 に よ り 、更 な る 誘 客 に つ な げ ま す 。鑁

阿 寺 や 史 跡 足 利 学 校 の 構 造 物 や 黄 葉 等 の ラ イ ト ア ッ プ や 、同 園 監 修

の も と「 花 手 水 」と「 和 傘 」、「 竹 灯 り 」を 史 跡 足 利 学 校 内 に 設 置 し

ま す 。光 に 包 ま れ た 文 化 財 建 造 物 や 庭 園・黄 葉 な ど 、思 わ ず 写 真 を

撮 り た く な る よ う な 美 し い 光 景 を 提 供 し ま す 。  

こ の 機 会 に ぜ ひ 、 夜 の 足 利 を お 楽 し み く だ さ い 。  

 

 記 

 

１事業主体 足利灯りのある街づくり実行委員会 

２事業概要 

（１）イベント期間及び灯り点灯時間 

鑁阿寺、史跡足利学校：令和４年11月４日（金）～23日（水・祝） 

各日とも17:00～20:00 【延べ20日間】 

足利織姫神社：10月22日（土）～11月27日（日） 

各日とも16:30～22:00 

物外軒：11月18日（金）～20日（日）の３日間限定 

各日とも17:00～20:00 足利市教育委員会事務局文化課が実施 

 

（２）会場、ライトアップ等の内容 

①鑁阿寺 



・大銀杏をメインにライティングし、黄葉を一層際立たせるとともに、

幹にも光を当て、その存在感を十分に感じられるライトアップを実

施 

・本堂を象徴的にライティングするとともに、多宝塔や一切経堂、楼

門（仁王像）にもライティングを施すことで、灯りの空間に奥行き

を持たせる。 

・楼門から本堂までの参道に銘仙行灯を配置し、動線上の賑わいを創

出する。 

②史跡足利学校 

・既設照明を活かしつつ、通常時の演出とは異なるライティングを施

し、史跡の魅力を最大限に引き出せるよう照明を配置する。 

・あしかがフラワーパークに協力いただき、昨秋好評を得た花手水や

和傘のライトアップに加え、竹灯りの演出による更なる幻想的な空

間を演出する。 

・期間中、「字降松」の切り絵アニメーションを毎日上映（雨天中止）。

同作品は文星芸術大学の協力により令和元年度に作成され、好評を

博したもの。 

③足利織姫神社 

・229段の石段に銘仙行灯を90基設置。銘行灯をプログラムにより７色

に変色させ、同神社が有する「七色の鳥居」との色彩的一体感を醸

し出す。 

・他の会場よりも長い時間点灯（午後10時まで）させることで、来場

者が灯りの余韻に浸れるとともに、日本百名月に選定された「織姫

神社から望む月」との相乗効果により、本市の夜景観光の奥深さを

感じていただく。 

④物外軒 

・紅葉に染まる国登録記念物の物外軒庭園や、足利市指定重要文化財

の物外軒茶室をライティングするとともに、園路に銘仙行灯等を配

置し、コンパクトな庭園ながらも見応えのある空間を創出する。 

⑤あしかがフラワーパーク 

・日本三大イルミネーションに認定され、夜景観光士が選ぶイルミネ

ーションランキングでは６年連続で全国１位を受賞する同園のイル

ミネーションイベント「光の花の庭」とのコラボレーションを実施。



同園に銘仙行灯を設置することで、「光と灯り」のまちの認知度を

さらに高める。 

⑥石畳通り 

・路上に銘仙行灯を設置し、足利学校から鑁阿寺までの動線を幻想的

に彩る。 

 

（３）その他実施事業 

①ライトアップ商品券の発行 

・足利学校で夜間入場料（500円）を徴収し、代わりに近隣の店舗で使

える300円分のライトアップ商品券を配布。まちなかの賑わいと活性

化を創出するとともに、入場料収入の一部を事業経費に充てること

で、展示等の充実に繋げる。 

・協賛店から協賛負担金（2,000円）を徴収し、協賛店舗の目印として

のぼり旗等を作成する費用に充てる。協賛店舗にのぼり旗を設置す

ることで、商品券利用者が店舗を容易に把握できる一助にするとと

もに、イベントの周知にも繋げる。 

②特設ＷＥＢページ及びＷＥＢバナー広告等による情報発信 

・足利灯り物語の開催期間をメインに、足利市の旬な情報を一元化し

た特設ＷＥＢページを作成し、各種ホームページ等とリンクさせる

ことで、幅広い情報を魅力的に発信する。 

・Ｙａｈｏｏ！やＧｏｏｇｌｅ、ＬＩＮＥ等のＳＮＳへバナー広告を

出稿し、特設ＷＥＢページへ誘導することで、効果的な情報発信に

繋げる。 

③インスタグラムフォトコンテストの開催 

・足利灯り物語やあしかがフラワーパークのイルミネーション開催期

間中、足利市の自然や風景、食べ物、イベント、人物などを題材と

したフォトコンテストを開催。日中から夜間にかけての市内回遊を

促進するとともに、ＳＮＳを通じた効果的な魅力の拡散を図る。 

・足利市の名産品を賞品とすることで、更なる魅力の発信に繋げる。 

④「灯りと光のあるまち」ＰＲチラシ等作成 

・足利灯り物語とあしかがフラワーパークのイルミネーション「光の

花の庭」を掲載したチラシ等を作成し、「灯りと光のあるまち」の

認知度をさらに高める。 



⑤セブンチケットによるまちなか回遊事業 

・あしかがフラワーパークのイルミネーション入園券と史跡足利学校

の参観券、足利学校周辺等の協賛店舗で使用できる共通お買物券の

３点をセットにした企画チケットを販売し、まちなか回遊の促進を

図る。 

 

イメージ写真（昨秋の実施写真等） 

◆ 鑁阿寺 

  
国宝の本堂と参道に並ぶ銘仙行灯     推定樹齢550年の大イチョウと多宝塔  

◆ 史跡足利学校 

  
学校門前に並ぶ銘仙行灯と花手水     現存する日本最古の孔子廟と孔子坐像  

  
花手水と和傘のライトアップ       南庭園に配置された花手水と和傘  



 

◆ 足利織姫神社 

  
229段ある石段に７色に変わる銘仙行灯を設置 社殿もカラフルにライトアップ  

 

◆ 今回の見どころ 

    

史跡足利学校では「竹灯り」を新たに実施   足利市指定文化財の物外軒茶室と、  

※写真はイメージ             国登録記念物の物外軒庭園を３日間 

                     限定でライトアップ  

 


